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(57)【要約】
　残像の発生を回避しつつ、倍速駆動による補間画像の
破綻および黒挿入によるフリッカの視認性を抑えること
ができる表示制御装置および液晶表示装置を提供するた
めに、本発明の液晶テレビの表示制御部（１６）は、液
晶パネル（２６）を倍速駆動させる倍速変換部（２１）
と、画像の動きを検出する動き情報検出部（２２）と、
画像の動きの複雑さを、液晶パネル（２６）の複数の領
域毎に評価して黒挿入領域を決定する黒挿入領域決定部
（２３）と、補間画像の表示期間に、原画像の動きが複
雑であると評価された特定領域に対応するＬＥＤ（２８
）を消灯させ、原画像の表示期間に、特定領域に対応す
るＬＥＤ（２８）の輝度を通常領域に対応するＬＥＤ（
２８）の輝度よりも高くなるように、ＬＥＤ駆動部（２
９）を制御するＬＥＤ輝度制御部（２４）とを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＬＥＤを備えるバックライトを光源とする液晶パネルの画像表示を制御する表示
制御装置であって、
　１フレーム期間をｎのサブフレーム（ｎは２以上の整数）に分割し、原画像の変化に基
づいて生成された補間画像をフレーム間に挿入することにより、前記液晶パネルをｎ倍速
で駆動させる倍速駆動手段と、
　前記原画像の動きの複雑さを、前記液晶パネルの複数の領域毎に評価する動き情報検出
手段と、
　前記動き情報検出手段によって領域内の原画像の動きが複雑であると評価された特定領
域に対応するＬＥＤの、前記補間画像の表示期間における輝度が、前記特定領域以外の通
常領域に対応するＬＥＤの輝度よりも低くなるように、前記複数のＬＥＤを制御するＬＥ
Ｄ輝度制御手段と、を備えることを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記ＬＥＤ輝度制御手段は、
　前記補間画像の表示期間に、前記特定領域に対応するＬＥＤを消灯させることを特徴と
する請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記ＬＥＤ輝度制御手段は、
　前記特定領域に対応するＬＥＤの前記原画像の表示期間における輝度が、前記通常領域
に対応するＬＥＤの輝度よりも高くなるように制御することを特徴とする請求項１または
２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記ＬＥＤ輝度制御手段は、
　前記特定領域に対応するＬＥＤの１フレーム期間の平均輝度が、前記通常領域に対応す
るＬＥＤの輝度と等しくなるように制御することを特徴とする請求項３に記載の表示制御
装置。
【請求項５】
　前記液晶パネルに表示される画像の前記特定領域の明度と、前記画像の前記通常領域の
明度とが等しくなるように、前記特定領域の画像明度を補正する画像明度制御手段を備え
ることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記バックライトは、直下型バックライトであることを特徴とする請求項１～５のいず
れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記バックライトは、導光板を備え、該導光板の少なくとも一側端面に前記ＬＥＤが配
置されているエッジライト型バックライトであることを特徴とする請求項１～５のいずれ
か１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記ＬＥＤは、前記液晶パネル側から見て前記導光板の右側端面および左側端面の少な
くとも一方に配置されていることを特徴とする請求項７に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　前記ＬＥＤは、前記液晶パネル側から見て前記導光板の上側端面および下側端面の少な
くとも一方に配置されていることを特徴とする請求項７または８に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記バックライトは、前記ＬＥＤとして、白色光を発光する白色ＬＥＤを備えることを
特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
　前記バックライトは、前記ＬＥＤとして、赤色光を発光する赤色ＬＥＤと、緑色光を発
光する緑色ＬＥＤと、青色光を発光する青色ＬＥＤとを備えることを特徴とする請求項１
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～１０のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１２】
　前記緑色ＬＥＤの個数は、前記赤色ＬＥＤの個数または前記青色ＬＥＤの個数よりも多
いことを特徴とする請求項１１に記載の表示制御装置。
【請求項１３】
　それぞれ１つの赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ及び青色ＬＥＤが、１つのＬＥＤパッケージを
構成していることを特徴とする請求項１１に記載の表示制御装置。
【請求項１４】
　１つの赤色ＬＥＤ、２つの緑色ＬＥＤ及び１つの青色ＬＥＤが、１つのＬＥＤパッケー
ジを構成していることを特徴とする請求項１１に記載の表示制御装置。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載の表示制御装置を備える液晶表示装置。
【請求項１６】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載の表示制御装置の各手段として、コンピュータを
機能させるプログラム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、複数のＬＥＤを光源とする直下型バックライト
を備える液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液晶ディスプレイでは、動画を表示する際に残像が見えてしまうという問題があ
った。この原因として、液晶ディスプレイでは、各フレームをホールド表示する（すなわ
ち、次のフレームまで現フレームを表示し続ける）ため、人間の視覚特性上、現フレーム
の画像がユーザの意識に残ったまま、次のフレームの画像が表示されてしまうことが挙げ
られる。
【０００３】
　この問題を解決する方法として、１フレーム期間に液晶パネルに画像を表示した後に黒
画像を表示する黒挿入駆動や、より短い周波数で表示画像を更新する倍速駆動が知られて
いる。
【０００４】
　黒挿入駆動では、各フレームの間に黒または暗い画面をはさむことで、各フレームのホ
ールド時間を短くし、インパルス駆動に近似した画像表示を実現している。しかし、黒の
画面を挿入することで、フリッカ現象が発生したり、輝度が低下するといった問題を有し
ている。
【０００５】
　倍速駆動では、フレーム間に補間画像を生成し、各フレームの間に補間画像をはさんで
フレーム数を元映像の２倍にすることで、各フレームのホールド時間を半分にしている。
しかし、補間により生成された補間画像は、フレーム間の画像の動きに基づいて生成され
た、実際には存在しない画像である。特に、複数の動きが重なる画像を表示する場合、破
綻した補間画像が生成されやすいため、不自然な画像が表示されるという問題がある。
【０００６】
　例えば、図１７に示すような、マラソンの中継映像を倍速駆動表示する場合について説
明する。この映像では、走る人物が画面上にほぼ静止し、背景が左方向に流れている。画
面左側の領域では、背景が周囲と同じ動きで移動するため、正確な補間画像を容易に生成
できる。このため、補間画像の破綻は生じない。一方、人物や右上の時刻表示部分の領域
では、動きの緩やかな画像と動きの激しい画像とが重なって表示されるため、補間画像が
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破綻しやすい。
【０００７】
　これに対し、特許文献１には、動画像及び動画像と静止画像とが混在する画像の画質を
改善した液晶表示装置が開示されている。具体的には、所定のフレーム周波数（６０Ｈｚ
）を有する入力映像信号の各フレームが同フレーム周波数の４倍のサブフレーム周波数を
有する４つのサブフレームに分割され、液晶パネルの画素領域に対して、第１番目のサブ
フレームでオーバードライブ駆動が行われた後、第２番目以降のサブフレームで通常駆動
が行われ、かつ、バックライトのＬＥＤブロックがフレーム周波数の２倍の周波数（１２
０Ｈｚ）で１フレーム期間中に所定の時間幅でそれぞれ２回点滅するように、駆動制御さ
れる。このため、液晶の応答が速くない場合でも、表示画面の動画ぼけが回避されると共
に、バックライトの点滅による画面のフリッカが視認されないようになっている。
【０００８】
　また、特許文献２には、ダイナミックレンジ拡大の目的における照明領域の分割と、高
いコントラスト表示を行うための黒挿入駆動法における照明領域の分割とを両立させるこ
とができる液晶表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２００７－２３３１０２号公報（公開日：２０
０７年９月１３日）」
【特許文献２】日本国公開特許公報「特開２００９－１７５４１３号公報（公開日：２０
０９年８月６日）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１に記載の構成では、フレーム間に補間画像を挿入していない
ため、補間画像を表示して倍速駆動する場合に比べ、動画を滑らかに表示することが困難
である。
【００１１】
　また、特許文献２に記載の構成では、黒表示画像を挿入する場合には、黒挿入画像の走
査ラインが含まれる全てのＬＥＤを消灯させており、特許文献２において、黒表示画像を
挿入することによるフリッカ現象の発生や輝度の低下を抑える手段に関する記載はない。
【００１２】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたもので、その目的は、残像の発生を
回避しつつ、倍速駆動による補間画像の破綻および黒挿入によるフリッカの視認性を抑え
ることができる表示制御装置および液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る表示制御装置は、複数のＬＥＤを備えるバ
ックライトを光源とする液晶パネルの画像表示を制御する表示制御装置であって、１フレ
ーム期間をｎのサブフレーム（ｎは２以上の整数）に分割し、原画像の変化に基づいて生
成された補間画像をフレーム間に挿入することにより、前記液晶パネルをｎ倍速で駆動さ
せる倍速駆動手段と、前記原画像の動きの複雑さを、前記液晶パネルの複数の領域毎に評
価する動き情報検出手段と、前記動き情報検出手段によって領域内の原画像の動きが複雑
であると評価された特定領域に対応するＬＥＤの、前記補間画像の表示期間における輝度
が、前記特定領域以外の通常領域に対応するＬＥＤの輝度よりも低くなるように、前記複
数のＬＥＤを制御するＬＥＤ輝度制御手段と、を備えることを特徴としている。
【００１４】
　上記の構成によれば、倍速駆動手段によって、液晶パネルがｎ倍速で駆動され、液晶パ
ネルに１フレーム期間に原画像と補間画像とが表示される。ここで、動き情報検出手段が
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液晶パネルの複数の領域毎に、原画像の動きの複雑さを評価し、ＬＥＤ輝度制御手段が、
補間画像の表示期間において、領域内の原画像の動きが複雑であると評価された特定領域
に対応するＬＥＤの輝度を、通常領域に対応するＬＥＤの輝度よりも低く制御する。特定
領域では、画像の動きが複雑であるので補間画像が破綻しやすいが、補間画像の表示期間
に特定領域に対応するＬＥＤの輝度が低くして、特定領域のみ黒挿入することにより、残
像の発生を防止するとともに、破綻が視認を抑えることができる。
【００１５】
　一方、通常領域では、画像の動きが複雑ではないので、補間画像の破綻は発生しにくい
。これにより、倍速駆動による残像の発生が防止される。また、特定領域では、フリッカ
が発生するおそれがあるが、画像の動きが複雑な領域に限定されるため、フリッカの発生
を液晶パネルの一部分に抑えることができる。したがって、残像の発生を回避しつつ、倍
速駆動による補間画像の破綻および黒挿入によるフリッカの視認性を抑えることができる
表示制御装置を提供できるという効果を奏する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係る表示制御装置は、複数のＬＥＤを備えるバックライトを光源とする液晶パ
ネルの画像表示を制御する表示制御装置であって、１フレーム期間をｎのサブフレーム（
ｎは２以上の整数）に分割し、原画像の変化に基づいて生成された補間画像をフレーム間
に挿入することにより、前記液晶パネルをｎ倍速で駆動させる倍速駆動手段と、前記原画
像の動きの複雑さを、前記液晶パネルの複数の領域毎に評価する動き情報検出手段と、前
記動き情報検出手段によって領域内の原画像の動きが複雑であると評価された特定領域に
対応するＬＥＤの、前記補間画像の表示期間における輝度が、前記特定領域以外の通常領
域に対応するＬＥＤの輝度よりも低くなるように、前記複数のＬＥＤを制御するＬＥＤ輝
度制御手段と、を備えるので、残像の発生を回避しつつ、倍速駆動による補間画像の破綻
および黒挿入によるフリッカの視認性を抑えることができる表示制御装置を提供できると
いう効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態１を示すものであり、液晶テレビの表示制御部および液晶ディ
スプレイの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態１を示すものであり、液晶テレビの概略構成を示すブロック図
である。
【図３】表示制御部の倍速変換部の処理内容を示すフローチャートである。
【図４】動きの複雑さの評価方法の一例を示す表である。
【図５】表示制御部の黒挿入領域決定部の処理内容の概要を示すフローチャートである。
【図６】（ａ）は、液晶パネルのＬＥＤの配置を示す平面図であり、（ｂ）は、液晶パネ
ルの表示画面を複数の領域に分割した状態を示す図であり、（ｃ）は、液晶パネルに表示
される画像の動きを示す図である。
【図７】液晶パネルの表示画面における黒挿入領域を示す図である。
【図８】（ａ）は、補間画像の表示期間におけるＬＥＤの状態を示す図であり、（ｂ）は
、原画像の表示期間におけるＬＥＤの状態を示す図である。
【図９】表示制御部のＬＥＤ輝度制御部の処理内容を示すフローチャートである。
【図１０】（ａ）は、補間画像の表示期間における液晶パネルの表示画面の明度を示して
おり、（ｂ）は、原画像の表示期間における液晶パネルの表示画面の明度を示している。
【図１１】（ａ）は、補間画像の表示期間におけるバックライト輝度を示す図であり、（
ｂ）は、原画像の表示期間におけるバックライト輝度を示す図であり、（ｃ）は、１フレ
ーム期間におけるトータルのバックライト輝度を示す図である。
【図１２】（ａ）は、補正前の倍速映像データの一例を示す図であり、（ｂ）は、明度制
御しない場合の、液晶パネルに表示される表示画面の一例を示す図である。
【図１３】表示制御部の画像明度制御部の処理内容を示すフローチャートである。
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【図１４】画像明度制御部による画像明度制御を示す図である。
【図１５】補正後の倍速映像データの一例を示す図である。
【図１６】明度制御を行った場合の、液晶パネルに表示される表示画面の一例を示す図で
ある。
【図１７】動きの異なる画像が混在する領域が存在する映像の一例を示す図である。
【図１８】（ａ）は、本発明の実施形態２に係るバックライトを示す概略断面図であり、
（ｂ）は、当該バックライトを示す平面図である。
【図１９】本発明の実施形態２に係る他のバックライトを示す平面図である。
【図２０】本発明の実施形態２に係るさらに他のバックライトを示す概略断面図であり、
（ｂ）は、当該バックライトを示す平面図である。
【図２１】本発明の実施形態２に係るさらに他のバックライトを示す概略断面図であり、
（ｂ）は、当該バックライトを示す平面図である。
【図２２】図２１に示すバックライトの変形例を示す平面図である。
【図２３】本発明の実施形態２に係るさらに他のバックライトを示す概略断面図であり、
（ｂ）は、当該バックライトを示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　〔実施形態１〕
　本発明の一実施形態について図１ないし図１６に基づいて説明すると以下の通りである
。すなわち、本実施の形態に係る液晶テレビ１は、放送波を受信し、該放送波に基づき放
送番組を再生したり、外部周辺機器から入力された映像信号を受付け、該映像信号の再生
を行ったりすることができるものである。
【００１９】
　まず、図２を参照して、液晶テレビ１の概略構成について説明する。図２は、本発明の
実施形態を示すものであり、液晶テレビ１の概略構成を示すブロック図である。
【００２０】
　液晶テレビ１は、図２に示すように、その概略構成として、外部入出力部８、メモリ９
、アンテナ１０、チューナ部１１、復調部１２、音声処理部１３、映像処理部１４、音声
出力部１５、表示制御部１６、スピーカ１７、液晶ディスプレイ１８、およびＣＰＵ１９
を備えてなる構成である。
【００２１】
　液晶テレビ１が備える各部のうち、特にチューナ部１１、復調部１２、音声処理部１３
、映像処理部１４、音声出力部１５、および表示制御部１６は、バス２０を介して、ＣＰ
Ｕ１９と各種データや信号の入出力、またはＣＰＵ１９からの各部に対する命令の受け渡
しなどが行われるようになっている。すなわち、ＣＰＵ１９は、バス２０を介して、チュ
ーナ部１１、復調部１２、音声処理部１３、映像処理部１４、音声出力部１５、および表
示制御部１６の各種制御を行うことができる。
【００２２】
　液晶テレビ１では、アンテナ１０を介してチューナ部１１が放送信号を受信し、復調部
１２にてこの放送信号を復調する。復調部１２にて復調された放送信号は多重化されてお
り、不図示の分離部によって映像信号および音声信号それぞれに分離される。分離された
音声信号は、音声処理部１３に出力され、映像信号は、映像処理部１４に出力される。あ
るいは、外部入出力部８を介して不図示の外部周辺機器から映像信号が入力された場合、
復調部１２は、多重化された映像信号を、不図示の分離部によって映像信号および音声信
号それぞれに分離する。分離された音声信号は、音声処理部１３に出力され、映像信号は
、映像処理部１４に出力される。
【００２３】
　音声処理部１３は、音声信号をデコードし、音声出力部１５によって、スピーカ１７か
ら出力できる形式であるオーディオ出力信号に変換する。そして、音声処理部１３は、変
換したオーディオ出力信号を音声出力部１５に送信する。音声出力部１５は、受信したオ
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ーディオ出力信号を、液晶ディスプレイ１８に出力される映像信号と同期をとって、スピ
ーカ１７に出力する。
【００２４】
　一方、映像処理部１４は、映像信号をデコードし、液晶ディスプレイ１８において適切
に表示できるように映像信号のノイズを低減させたり、コントラストやシャープネス強度
を調整したり、適切な表示サイズとなるように拡大または縮小したりするなど、画像処理
を施す。映像処理部１４において画像処理が施された映像信号は、表示制御部１６に出力
される。また、表示制御部１６は、音声出力部１５から出力される音声信号と同期をとっ
て映像信号を液晶ディスプレイ１８に出力する。
【００２５】
　また、液晶テレビ１は、読み書き可能な記録媒体としてメモリ９を備えている。メモリ
９には、ＣＰＵ１９が各種制御を実行する際に利用する情報やプログラムが格納される他
、映像処理部１４からの映像信号も一時的に保存される。
【００２６】
　本実施形態では、表示制御部１６は、液晶ディスプレイ１８の液晶パネルを倍速駆動す
るとともに、倍速駆動による画像の破綻が視認されないように、液晶ディスプレイ１８の
バックライトを駆動制御するように構成されている。表示制御部１６の具体的な構成につ
いて、図１に基づいて説明する。
【００２７】
　図１は、図２に示す表示制御部１６および液晶ディスプレイ１８の構成を示すブロック
図である。表示制御部１６は、倍速変換部２１、動き情報検出部２２、黒挿入領域決定部
２３、ＬＥＤ輝度制御部２４および画像明度制御部２５を備えている。また、液晶ディス
プレイ１８は、液晶パネル２６およびバックライト２７を備えている。
【００２８】
　バックライト２７は、液晶パネル２６の背面に配置され、複数のＬＥＤ２８と、ＬＥＤ
２８を駆動するためのＬＥＤ駆動部２９とを備えている。これにより、バックライト２７
は、液晶パネル２６の光源として機能する。
【００２９】
　映像処理部１４からの映像信号は、倍速変換部２１および動き情報検出部２２に入力さ
れる。本実施形態では、１フレーム期間が２つのサブフレームに分割されており、倍速変
換部２１は、液晶パネル２６を２倍速駆動するための倍速映像信号を出力する。まず、図
３に基づいて、倍速変換部２１による倍速駆動のための処理について説明する。
【００３０】
　図３は、倍速変換部２１の処理内容を示すフローチャートである。このフローチャート
では、原画像１、補間画像、および原画像１の次のフレームの原画像２を表示する期間に
おける処理を示している。
【００３１】
　まず、倍速変換部２１は、２つに分割されたサブフレームのうち、１番目のサブフレー
ムにおいて、原画像１の画像データを画像明度制御部２５に出力するとともに（ステップ
Ｓ１）、映像処理部１４から原画像１の次のフレームの原画像２の画像データを取得する
（Ｓ２）。続いて、倍速変換部２１は、取得した原画像２の画像データを、メモリ９に保
存する（Ｓ３）。このとき、メモリ９には、原画像２の画像データとともに、原画像１の
画像データも保存されている。続いて、倍速変換部２１は、原画像１の画像データをメモ
リ９から取得する（Ｓ４）。倍速変換部２１は、原画像１、原画像２および後述する動き
情報検出部２２からの動き情報３２に基づいて補間画像を作成し、２番目のサブフレーム
において、補間画像のデータを倍速映像信号として画像明度制御部２５に出力する（Ｓ５
）。また同時に、倍速変換部２１は、補間画像のデータ出力「有」を示す補間有無情報３
１を、ＬＥＤ輝度制御部２４に出力する（Ｓ６）。補間有無情報３１およびＬＥＤ輝度制
御部２４については、後述する。
【００３２】



(8) JP WO2010/126103 A1 2010.11.4

10

20

30

40

50

　続いて、倍速変換部２１は、メモリ９に保存されていた原画像１の画像データを削除す
るとともに（Ｓ７）、次のフレームの１番目のサブフレームにおいて、原画像２の画像デ
ータを倍速映像信号として画像明度制御部２５に出力する（Ｓ８）。同時に、倍速変換部
２１は、補間画像のデータ出力「無」を示す補間有無情報３１を、ＬＥＤ輝度制御部２４
に出力する（Ｓ９）。続いて、倍速変換部２１は、映像処理部１４から原画像２の次のフ
レームの原画像３の画像データを取得し（Ｓ１０）、その後、Ｓ３～Ｓ９と同様の処理を
繰り返す。
【００３３】
　上記の処理によって、原画像１と原画像２との間に補間画像が挿入され、液晶パネル２
６が２倍速で駆動される。しかしながら、図１７に示すように、動きの異なる画像が混在
する領域が存在する映像では、倍速変換部２１は、適切な補間画像を生成することができ
ない。そこで、本実施形態では、補間画像の表示期間において、補間画像の破綻が生じて
いる部分を黒、または暗く表示することで、破綻部分が視認されることを防止する。この
表示制御は、図１に示す動き情報検出部２２、黒挿入領域決定部２３、ＬＥＤ輝度制御部
２４および画像明度制御部２５によって実現される。
【００３４】
　上述のように、映像処理部１４からの映像信号は、動き情報検出部２２にも入力される
。動き情報検出部２２は、各フレームの原画像同士を比較することにより、液晶パネル２
６に表示される原画像の動きを検出する。原画像の動きの検出結果を示す動き情報３２は
、倍速変換部２１および黒挿入領域決定部２３に出力される。黒挿入領域決定部２３は、
動き情報３２に基づいて、原画像の動きの複雑さを、液晶パネル２６の複数の領域毎に評
価し、複数の方向への動きが重なる領域や、静止部分・動作部分が重なる領域など、動き
の複雑さが高い領域を、黒または暗く表示する黒挿入領域とする。
【００３５】
　ここで、「動きの複雑さ」とは、「動きの方向・大きさの非一様さ」を意味しており、
本実施形態では、動きの複雑さを、補間画像で破綻が発生しやすい領域を検出するための
指標としている。すなわち、動きの複雑な領域とは、補間画像が破綻しやすい領域、領域
内の画像の動きの方向が揃っていない領域、と言い換えることもできる。動きが複雑であ
るか否かの評価は、例えば、領域内の画像の複数部分（本実施形態では４箇所）の動きの
ベクトル値の平均を算出し、各部分のベクトル値の分散が所定値より大きいか否かを判定
することにより行ってもよい。
【００３６】
　また、ベクトル値の分散を使用せずに動きの複雑さを評価する方法の具体例について、
図４に基づいて説明する。図４は、原画像の各領域内の全ての動きを分類した分類表を示
している。まず、領域内の動きの方向・大きさに応じて、分類表の対応する場所に、動き
を示す点をプロットする。この分類表では、中央部分から遠いマスほど動きが大きいこと
を示しており、各マスの中央部分に対する方向は、動きの方向に対応している。続いて、
領域内の全ての動きの組み合わせについて、動きの違いを計算する。動きの違いは、上記
分類表上で、あるマスから別のマスまで移動するために超える境界線の最小数とする。た
だし、交点は越えられないものとする。その結果、動きの違いの中で最も大きなものを、
その領域の動きの複雑さと認定する。
【００３７】
　図５は、黒挿入領域決定部２３の処理内容の概要を示すフローチャートである。黒挿入
領域決定部２３は、動き情報検出部２２からの動き情報３２が入力されると、動き情報３
２に基づき、液晶パネル２６の表示画面の複数の領域毎に、原画像の動きの複雑さを評価
する（Ｓ１１）。これにより、動きが複雑な領域を、黒挿入領域に決定し（Ｓ１２）、黒
挿入領域を示す黒挿入領域情報３３をＬＥＤ輝度制御部２４に出力する（Ｓ１３）。
【００３８】
　黒挿入領域決定部２３のさらに具体的な処理内容について、図６に基づいて説明する。
【００３９】
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　図６の（ａ）は、液晶パネル２６のＬＥＤ２８の配置を示す平面図であり、図６の（ｂ
）は、液晶パネル２６の表示画面を複数の領域Ｒに分割した状態を示す図であり、図６の
（ｃ）は、液晶パネル２６に表示される画像の動きを示す図である。
【００４０】
　図６の（ａ）に示すように、ＬＥＤ２８は、縦４×横１０＝４０個配置されている。な
お本実施形態では、ＬＥＤ２８として白色ＬＥＤを用いている。黒挿入領域決定部２３は
、図６の（ｂ）に示すように、液晶パネル２６の表示画面を、４０の領域Ｒに分割し、図
６の（ｃ）に示すように、動き情報３２に基づいて、液晶パネル２６に表示される画像の
動きを各領域Ｒ毎に評価する。
【００４１】
　図６の（ｃ）に示す矢印は、画像の動く方向を示しており、丸印は、静止部分を示して
いる。黒挿入領域決定部２３は、領域内の画像の動く方向が揃っておらず複雑である場合
、当該領域を黒挿入領域Ｒｂと決定する。一方、領域内の画像の動きが揃っている場合、
黒挿入領域決定部２３は、当該領域を通常領域Ｒａと決定する。
【００４２】
　これにより、図７に示すように、液晶パネル２６の表示画面における黒挿入領域Ｒｂが
決定される。黒挿入領域決定部２３は、黒挿入領域Ｒｂを示す黒挿入領域情報３３をＬＥ
Ｄ輝度制御部２４に出力する。なお、黒挿入領域Ｒｂは、特許請求の範囲に記載の「特定
領域」に相当する。
【００４３】
　ＬＥＤ輝度制御部２４は、黒挿入領域情報３３に基づいて、ＬＥＤ輝度制御情報３４を
ＬＥＤ駆動部２９に出力し、通常領域Ｒａに対応するＬＥＤ２８（以下、ＬＥＤ２８ａと
する）、および黒挿入領域Ｒｂに対応するＬＥＤ２８（以下、ＬＥＤ２８ｂとする）に対
し異なる輝度制御を行うよう、ＬＥＤ駆動部２９に指示する。本実施形態では、ＬＥＤ輝
度制御部２４は、補間画像の表示期間では、ＬＥＤ２８ｂを消灯させる一方、原画像の表
示期間では、ＬＥＤ２８ｂの輝度をＬＥＤ２８ａの輝度よりも高くなるように、ＬＥＤ駆
動部２９を制御する。ＬＥＤ２８の状態を図８に示す。
【００４４】
　図８の（ａ）は、補間画像の表示期間におけるＬＥＤ２８の状態を示す図であり、図８
の（ｂ）は、原画像の表示期間におけるＬＥＤ２８の状態を示す図である。ＬＥＤ２８ａ
の輝度は、補間画像の表示期間と原画像の表示期間とで同一である。これに対し、図８の
（ａ）に示すように、ＬＥＤ２８ｂは、補間画像の表示期間では消灯され、図８の（ｂ）
に示すように、原画像の表示期間では、ＬＥＤ２８ｂの輝度が、ＬＥＤ２８ａの輝度より
も高くなるように制御される。
【００４５】
　図９は、ＬＥＤ輝度制御部２４の処理内容を示すフローチャートである。ＬＥＤ輝度制
御部２４は、黒挿入領域決定部２３からの黒挿入領域情報３３が入力されると、黒挿入領
域情報３３に基づいて、黒挿入領域Ｒｂに対応するＬＥＤ２８ｂを特定する（Ｓ２１）。
続いて、ＬＥＤ輝度制御部２４は、画像明度制御部２５から入力される画像明度制御範囲
情報３５に基づいて、ＬＥＤ２８ｂの輝度制御範囲、すなわち、補間画像の表示期間にお
けるＬＥＤ２８ｂの輝度と原画像の表示期間におけるＬＥＤ２８ｂの輝度とを決定する（
Ｓ２２）。画像明度制御部２５および画像明度制御範囲情報３５の詳細については、後述
する。
【００４６】
　同時に、ＬＥＤ輝度制御部２４は、倍速変換部２１からの補間有無情報３１に基づいて
、補間画像の表示期間であるか否かを判定する（Ｓ２３）。その結果、補間画像の表示期
間である場合は（Ｓ２４において「ＹＥＳ」）、ＬＥＤ輝度制御部２４は、ＬＥＤ駆動部
２９に指示して、ＬＥＤ２８ｂを消灯させる（Ｓ２５）。一方、原画像の表示期間である
場合は（Ｓ２４において「ＮＯ」）、ＬＥＤ輝度制御部２４は、ＬＥＤ駆動部２９に指示
して、ＬＥＤ２８ｂの輝度をＬＥＤ２８ａの輝度よりも上昇させる（Ｓ２６）。
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【００４７】
　続いて、上記の制御を行った場合の、液晶パネル２６の表示画面の明度を図１０に示す
。図１０の（ａ）は、補間画像の表示期間における液晶パネル２６の表示画面の明度を示
しており、図１０の（ｂ）は、原画像の表示期間における液晶パネル２６の表示画面の明
度を示している。図１０の（ａ）に示すように、補間画像の表示期間における黒挿入領域
Ｒｂの明度は、最大明度の０％であり、図１０の（ｂ）に示すように、原画像の表示期間
における黒挿入領域Ｒｂの明度は、最大明度の１００％である。一方、通常領域Ｒａの明
度は、補間画像の表示期間および原画像の表示期間とも、最大明度の５０％である。
【００４８】
　通常領域Ｒａにおける画像は、動きが複雑ではないので、補間画像は破綻しにくい。し
たがって、通常領域Ｒａでは、通常の倍速駆動により残像のない自然な画像が表示される
。これに対し、黒挿入領域Ｒｂは、倍速駆動による補間画像の破綻が生じやすい領域であ
る。そこで、本実施形態では、図１０の（ａ）に示すように、補間画像の表示期間にＬＥ
Ｄ２８ｂを消灯させて黒挿入領域Ｒｂの明度を最大明度の０％としている。これにより、
補間画像の表示期間に黒挿入領域Ｒｂにおいて破綻が発生しても、破綻部分は視認されな
い。
【００４９】
　また、原画像の表示期間では、図１０の（ｂ）に示すように、黒挿入領域Ｒｂの明度を
通常領域Ｒａの明度よりも高くすることにより、黒挿入領域Ｒｂにおける黒挿入による明
度低下を補償することができる。さらに、本実施形態では、１フレーム期間における黒挿
入領域Ｒｂの平均明度（ＬＥＤ２８ｂの平均輝度）が通常領域Ｒａの明度（ＬＥＤ２８ａ
の平均輝度）と等しくなるように制御される。これにより、液晶パネル２６の表示画面全
体の明度を完全に均一にすることができる。
【００５０】
　また、黒挿入領域Ｒｂでは、フリッカが発生するおそれがあるが、黒挿入領域Ｒｂは、
画像の動きが複雑な領域に限定されているため、フリッカの発生領域を表示画面の一部分
に限定することができる。これにより、本実施形態では、倍速駆動によって残像の発生を
抑えるとともに、倍速駆動による破綻映像の視認を回避しつつ、黒挿入によるフリッカの
発生を抑えることができる。
【００５１】
　ここで、通常領域Ｒａの明度が最大明度の５０％より明るい場合、例えば、図１１に示
すように、通常領域Ｒａの明度が最大明度の７５％である場合、補間画像の表示期間にお
ける黒挿入領域Ｒｂの明度を最大明度の０％とすると（図１１の（ａ））、原画像の表示
期間における黒挿入領域Ｒｂの明度を最大明度の１００％としても（図１１の（ｂ））、
黒挿入領域Ｒｂの平均明度は５０％であるので、通常領域Ｒａの明度よりも暗くなってし
まう（図１１の（ｃ））。その結果、図１２の（ａ）に示す倍速映像データを明度制御す
ることなく液晶パネル２６に入力すると、図１２の（ｂ）に示すように、液晶パネル２６
に表示される画像の一部が暗くなってしまう。このように、黒挿入領域ＲｂのＬＥＤ２８
ｂの低輝度／高輝度の相殺ができない場合、本実施形態では、図１に示す画像明度制御部
２５によって、黒挿入領域Ｒｂの明度低下を補償することにより、画面全体の明度の均一
化を図っている。
【００５２】
　図１３は、画像明度制御部２５の処理内容を示すフローチャートである。図１に示すＬ
ＥＤ輝度制御部２４からは、図１１の（ｃ）に示すバックライト輝度情報３６が出力され
ており、画像明度制御部２５は、バックライト輝度情報３６を受け取ると（Ｓ３１）、黒
挿入領域Ｒｂのバックライト輝度を補償する画像明度変換係数を算出する（Ｓ３２）。画
像明度変換係数とは、倍速変換部２１から画像明度制御部２５に入力される倍速映像デー
タの画像明度の変換率を示しており、画像明度にバックライト輝度を乗じた値が液晶パネ
ル２６の画面輝度となる。ここでは、黒挿入領域Ｒｂのバックライト輝度が通常領域Ｒａ
のバックライト輝度の２／３であるため（５０％／７５％＝２／３）、図１４に示すよう
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に、倍速映像データの黒挿入領域Ｒｂの画像明度変換係数は、１．５０と算出される。な
お、通常領域Ｒａでは画像明度を変化させないので、通常領域Ｒａの画像明度変換係数は
、１．００である。
【００５３】
　続いて、画像明度制御部２５は、算出された画像明度変換係数に基づき、倍速変換部２
１からの倍速映像データを、図１５に示す補正倍速映像データに変換し（Ｓ３３）、補正
倍速映像データを液晶パネル２６に出力する（Ｓ３４）。その結果、図１６に示すように
、液晶パネル２６には、全体の明度が均一な画面が表示される。
【００５４】
　このように、黒挿入領域Ｒｂにおけるバックライト輝度が通常領域Ｒａにおけるバック
ライト輝度よりも低くなる場合に、倍速画像データの黒挿入領域Ｒｂにおける画像明度を
高めることにより、黒挿入によるバックライト輝度の低下を補償することができる。
【００５５】
　なお、画像明度には上限があるため、画像明度制御部２５による画像明度制御が無制限
に行うことができるわけではない。例えば、画像明度が０～２５５の範囲で制御できる場
合、倍速変換部２１から出力される補正前の倍速映像データにおける明度が２５５のとき
は、倍速映像データの画像明度がさらに高くなるように補正することはできない。
【００５６】
　そこで、本実施形態では、画像明度制御部２５は、補正可能な画像明度の範囲を、上述
の画像明度制御範囲情報３５としてＬＥＤ輝度制御部２４に出力する。これにより、黒挿
入領域ＲｂのＬＥＤ２８ｂの輝度の通常領域ＲａのＬＥＤ２８ａの輝度に対する変化率が
、画像明度制御部２５が補償できない変化率とならないように、すなわち、画素値飽和し
ない範囲で画像明度制御部２５が明度制御できるように、ＬＥＤ輝度制御部２４のバック
ライト輝度制御範囲を規定している。
【００５７】
　この場合、ＬＥＤ輝度制御部２４は、黒挿入領域Ｒｂの補間画像の表示期間におけるＬ
ＥＤ２８ｂの輝度を、ＬＥＤ２８ｂの消灯時よりも高めに設定する（例えば最大輝度の４
０％）。これにより、若干補間画像の破綻が視認されやすくなり、黒挿入による補間破綻
を隠す効果が低下するものの、画素値の飽和による明度低下を回避でき、表示画面の明度
の均一性を高めることができる。このように、黒挿入領域Ｒｂの明度の設定は、液晶パネ
ル２６の画素が飽和しない範囲で、補間画像の破綻の視認性および表示画面全体の明度の
均一性を勘案して、適宜設定される。
【００５８】
　また、黒挿入領域決定部２３による動きが複雑であるか否かの判定基準は、倍速駆動に
よる破綻の視認性、および黒挿入によるフリッカが発生する領域の割合等を勘案して適宜
定められる。例えば、黒挿入領域Ｒｂと判定される複雑さの基準を低く設定した場合、通
常領域Ｒａにおいて破綻の発生する可能性が低くなるので、倍速駆動による破綻の視認を
より確実に防止できる。ただし、黒挿入領域Ｒｂの液晶パネル２６に占める割合が大きく
なるので、フリッカが目立ちやすくなる。一方、黒挿入領域Ｒｂと判定される複雑さの基
準を高く設定した場合、黒挿入領域Ｒｂの液晶パネル２６に示す割合が低くなるので、フ
リッカの発生をより限定的とすることができる。ただし、通常領域Ｒａにおいて破綻が発
生する可能性が高くなる。
【００５９】
　また、本実施形態では、液晶パネル２６を分割する各領域Ｒは、１つのＬＥＤ２８に対
応する構成であったが、各領域Ｒが複数のＬＥＤ２８に対応する構成であってもよい。こ
の場合、各領域Ｒが１つのＬＥＤ２８に対応する場合に比べ、細かい領域毎の制御はでき
ないが、ＬＥＤ２８の制御単位が少なくて済むので、ＬＥＤ輝度制御部２４の構成がより
簡単になる。
【００６０】
　また、本実施形態では、倍速変換部２１は、液晶パネル２６を２倍速で駆動する構成で
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あったが、液晶パネル２６を３倍速以上で駆動させる構成であってもよい。
【００６１】
　なお、液晶テレビ１の各ブロック、特に表示制御部１６が備える倍速変換部２１、動き
情報検出部２２、黒挿入領域決定部２３、ＬＥＤ輝度制御部２４、および画像明度制御部
２５は、ハードウェアロジックによって構成してもよいし、次のようにＣＰＵ１９を用い
てソフトウェアによって実現してもよい。
【００６２】
　すなわち、液晶テレビ１は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ
（central processing unit）１９、上記プログラムを格納したＲＯＭ（read only memor
y）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（random access memory）、上記プログラムおよ
び各種データを格納するメモリ９等の記憶装置（記録媒体）などを備えている。そして、
本発明の目的は、上述した機能を実現するソフトウェアである液晶テレビ１の制御プログ
ラムのプログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラ
ム）をコンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、上記液晶テレビ１に供給し、
そのコンピュータ（ＣＰＵ１９）が記録媒体に記録されているプログラムコードを読み出
し実行することによっても、達成可能である。
【００６３】
　また、液晶テレビ１を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記プログラムコードを
通信ネットワークを介して供給してもよい。
【００６４】
　なお、本発明は、上記プログラムコードが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め
込まれたコンピュータデータ信号の形態でも実現され得る。
【００６５】
　〔実施形態２〕
　本発明の他の実施形態について図１８ないし図２３に基づいて説明すると以下の通りで
ある。前述の実施形態１では、バックライトとして、複数の白色ＬＥＤを配置した直下型
バックライトを用いた例について説明したが、液晶パネルの複数の領域毎の輝度制御が可
能なバックライトであれば、本発明はこれに限定されない。そこで、本実施形態では、本
発明に適用可能な他のバックライトおよびＬＥＤの具体例について説明する。
【００６６】
　まず、光源として赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）のＬＥＤを用いる直下型バ
ックライトについて説明する。
【００６７】
　図１８の（ａ）は、本実施形態に係る図１８の（ｂ）は、バックライト４０を示す平面
図である。図１８の（ａ）に示すように、バックライト４０は、筐体４１の底部にＬＥＤ
４２が配置され、ＬＥＤ４２からの光が拡散板４３を透過して出射されるように構成され
た直下型バックライトである。
【００６８】
　図１８の（ｂ）に示すように、ＬＥＤ４２は、赤色光を発光する赤色ＬＥＤ４２ｒと、
緑色光を発光する緑色ＬＥＤ４２ｇと、青色光を発光する青色ＬＥＤ４２ｂとから構成さ
れている。バックライト４０では、赤色ＬＥＤ４２ｒ、緑色ＬＥＤ４２ｇおよび青色ＬＥ
Ｄ４２ｂがこの順に並んだ３つの配列を一組とし、この一組のＬＥＤ４２が連続して複数
組設けられている。これにより、各ＬＥＤ４２からの光が混色されて、拡散板４３から白
色光が出射される。
【００６９】
　バックライト４０では、個々のＬＥＤが均等に配置されているが、各ＬＥＤからの光が
混色されて白色光となるような配置であれば、ＬＥＤの組み合わせや配列の順序は上記に
限定されない。例えば、各ＬＥＤの発光効率の観点から、緑色ＬＥＤ４２ｇの個数を、赤
色ＬＥＤ４２ｒの個数または青色ＬＥＤ４２ｂの個数よりも多くしてもよい。具体的には
、一組のＬＥＤ４２を、１つの赤色ＬＥＤ４２ｒ、２つの緑色ＬＥＤ４２ｇおよび１つの
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青色ＬＥＤ４２ｂで構成してもよい。また、ＲＧＢの３色のＬＥＤと白色ＬＥＤとを併用
してもよい。
【００７０】
　図１９は、本実施形態に係るバックライト５０を示す平面図である。バックライト５０
は、筐体５１上に１６個のＬＥＤ５２が所定の間隔をおいて設けられた構成である。各Ｌ
ＥＤ５２は、赤色、緑色、及び青色のＬＥＤ５２ｒ、５２ｇ、５２ｂを一体的に構成した
いわゆるスリーインワン（３ｉｎ１）タイプの発光ダイオードである。各ＬＥＤ５２ｒ、
５２ｇ、５２ｂからの光が混色されることにより、各ＬＥＤ５２は白色光源として機能す
る。
【００７１】
　続いて、バックライトがエッジライト型である例について説明する。
【００７２】
　図２０の（ａ）は、本実施形態に係るバックライト６０を示す概略断面図であり、図２
０の（ｂ）は、バックライト６０を示す平面図である。図２０の（ａ）に示すように、バ
ックライト６０は、導光板６１、ＬＥＤ６２および反射シート６３を備えたエッジライト
型のバックライトである。図２０の（ｂ）に示すように、ＬＥＤ６２は、液晶パネル側か
ら見て導光板６１の左右に複数配列されている。
【００７３】
　導光板６１は、側面から入射したＬＥＤ６２からの光が、上面から液晶パネル側に出射
するように構成されている。これにより、導光板６１から液晶パネル側に平面状の照明光
が出射される。バックライト６０では、ＬＥＤ６２として白色光を発光する白色ＬＥＤが
用いられている。
【００７４】
　なお、バックライト６０では、ＬＥＤ６２が導光板６１の左右に配列されていたが、こ
れに限定されず、導光板６１の上下にＬＥＤ６２を配列してもよい。また、ＬＥＤ６２を
導光板６１の左右のいずれか一方のみ、または導光板６１の上下のいずれか一方のみに配
列してもよい。また光源として、ＲＧＢの３色のＬＥＤを用いてもよい。
【００７５】
　図２１の（ａ）は、本実施形態に係るバックライト７０を示す概略断面図であり、図２
１の（ｂ）は、バックライト７０を示す平面図である。図２１の（ａ）に示すように、バ
ックライト７０は、導光板７１およびＬＥＤ７２を備えたエッジライト型のバックライト
である。図２１の（ｂ）に示すように、ＬＥＤ７２は、液晶パネル側から見て導光板７１
の上下に複数配列されている。
【００７６】
　また、ＬＥＤ７２は、赤色ＬＥＤ７２ｒと緑色ＬＥＤ７２ｇと青色ＬＥＤ７２ｂとから
構成されており、図２１の（ｂ）において、赤色ＬＥＤ７２ｒと緑色ＬＥＤ７２ｇと青色
ＬＥＤ７２ｂとがこの順に図中左側から一列に配置されている。各ＬＥＤ７２からの出射
光は、導光板７１の内部で混色され、これにより、導光板７１の上面から白色光が出射さ
れる。
【００７７】
　なお、バックライト７０では、導光板７１の上下にＬＥＤ７２を配列した構成であるが
、これに限定されず、導光板７１の上下のいずれか一方にＬＥＤ７２を配列してもよい。
また、図２２に示すバックライト７０’のように、導光板７１の左右にＬＥＤ７２を配列
してもよい。さらに、バックライト７０’において、導光板７１の左右のいずれか一方に
ＬＥＤ７２を配列する構成としてもよい。
【００７８】
　また、ＲＧＢの３色のＬＥＤを用いる場合、各ＬＥＤを所定の間隔で設けてもよいし、
３色のＬＥＤがパッケージングされたＬＥＤパッケージを設けてもよい。
【００７９】
　図２３の（ａ）は、本実施形態に係るバックライト８０を示す概略断面図であり、図２
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３の（ｂ）は、バックライト８０を示す平面図である。図２３の（ａ）に示すように、バ
ックライト８０は、導光板８１と複数のＬＥＤパッケージ８２と、反射シート８３と、基
板８４と、これらを収容するシャーシ８５と、導光板８１の前面側に重ねて配置された光
学シート８６とを備えている。導光板８１の左側の側面は、ＬＥＤパッケージ８２の光が
入射する入射面８１ａを構成している。これにより導光板８１は、入射面８１ａから入射
した光を拡散して、図中右側へ導光するようになっている。
【００８０】
　上記複数のＬＥＤパッケージ８２は、シャーシ８５内に設置された基板８４の前面側に
実装され、導光板８１の入射面８１ａに沿った配列方向に配列されている。ＬＥＤパッケ
ージ８２は、異なる色が少なくとも１つ以上含まれた複数のＬＥＤが組み込まれて構成さ
れており、本実施形態では、図２３の（ｂ）に示すように、ＲＧＢの３色からなる一組の
ＬＥＤ８２ｒ、８２ｇ、８２ｂが１つのＬＥＤパッケージ８２を構成している。このＬＥ
Ｄパッケージ８２は、例えば、一般にマルチチップパッケージと呼ばれている３色ＬＥＤ
（例えば、日亜化学工業株式会社製のＮＳＳＭ０３８Ａ）を適用することができる。
【００８１】
　なお、ＬＥＤパッケージ８２に含まれるＬＥＤは、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（
Ｂ）を含んでいればよく、その他の色が含まれていてもよい。
【００８２】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得
られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【００８３】
　本発明に係る表示制御装置では、前記ＬＥＤ輝度制御手段は、前記補間画像の表示期間
に、前記特定領域に対応するＬＥＤを消灯させることが好ましい。
【００８４】
　上記の構成によれば、補間画像の表示期間に、特定領域に対応するＬＥＤが消灯される
ので、補間画像の破綻が完全に視認されなくなる。
【００８５】
　本発明に係る表示制御装置では、前記ＬＥＤ輝度制御手段は、前記特定領域に対応する
ＬＥＤの前記原画像の表示期間における輝度が、前記通常領域に対応するＬＥＤの輝度よ
りも高くなるように制御することが好ましい。
【００８６】
　上記の構成によれば、補間画像の表示期間に特定領域に対応するＬＥＤの輝度を低下さ
せることによる、当該ＬＥＤの平均輝度低下を補償することができる。これにより、液晶
パネル全体の輝度の均一性を高めることができる。
【００８７】
　本発明に係る表示制御装置では、前記ＬＥＤ輝度制御手段は、前記特定領域に対応する
ＬＥＤの１フレーム期間の平均輝度が、前記通常領域に対応するＬＥＤの輝度と等しくな
るように制御することが好ましい。
【００８８】
　上記の構成によれば、液晶パネル全体の輝度を完全に均一にすることができる。
【００８９】
　本発明に係る表示制御装置では、前記液晶パネルに表示される画像の前記特定領域の明
度と、前記画像の前記通常領域の明度とが等しくなるように、前記特定領域の画像明度を
補正する画像明度制御手段を備えることが好ましい。
【００９０】
　上記の構成によれば、ＬＥＤ輝度制御手段によるＬＥＤの輝度制御の結果、液晶パネル
に表示される画像の特定領域の明度と、通常領域の明度とが異なる場合であっても、画像
明度制御手段により、特定領域の明度と通常領域の明度とを等しくすることができる。
【００９１】
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　本発明に係る表示制御装置では、前記バックライトは、直下型バックライトであっても
よい。
【００９２】
　本発明に係る表示制御装置では、前記バックライトは、導光板を備え、該導光板の少な
くとも一側端面に前記ＬＥＤが配置されているエッジライト型バックライトであってもよ
い。
【００９３】
　本発明に係る表示制御装置では、前記ＬＥＤは、前記液晶パネル側から見て前記導光板
の右側端面および左側端面の少なくとも一方に配置されていてもよい。
【００９４】
　本発明に係る表示制御装置では、前記ＬＥＤは、前記液晶パネル側から見て前記導光板
の上側端面および下側端面の少なくとも一方に配置されていてもよい。
【００９５】
　本発明に係る表示制御装置では、前記バックライトは、前記ＬＥＤとして、白色光を発
光する白色ＬＥＤを備えてもよい。
【００９６】
　本発明に係る表示制御装置では、前記バックライトは、前記ＬＥＤとして、赤色光を発
光する赤色ＬＥＤと、緑色光を発光する緑色ＬＥＤと、青色光を発光する青色ＬＥＤとを
備えてもよい。
【００９７】
　本発明に係る表示制御装置では、前記緑色ＬＥＤの個数は、前記赤色ＬＥＤの個数また
は前記青色ＬＥＤの個数よりも多いことが好ましい。これにより、発光効率を向上させる
ことができる。
【００９８】
　本発明に係る表示制御装置では、それぞれ１つの赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ及び青色ＬＥ
Ｄが、１つのＬＥＤパッケージを構成していてもよい。
【００９９】
　本発明に係る表示制御装置では、１つの赤色ＬＥＤ、２つの緑色ＬＥＤ及び１つの青色
ＬＥＤが、１つのＬＥＤパッケージを構成していることが好ましい。これにより、発光効
率を向上させることができる。
【０１００】
　本発明に係る液晶表示装置は、上記表示制御装置を備えている。
【０１０１】
　上記の構成によれば、残像の発生を回避しつつ、倍速駆動による補間画像の破綻および
黒挿入によるフリッカの視認性を抑えることができる液晶表示装置を提供することができ
る。
【０１０２】
　本発明に係るプログラムは、上記表示制御装置の各手段としてコンピュータを動作させ
るプログラムであり、本発明に係る記録媒体には、当該プログラムが記録されている。
【産業上の利用可能性】
【０１０３】
　本発明は、複数のＬＥＤを備えるバックライトを光源として備える液晶表示装置に好適
に利用することができる。
【符号の説明】
【０１０４】
　１　液晶テレビ（液晶表示装置）
１６　表示制御部（表示制御装置）
１９　ＣＰＵ
２１　倍速変換部（倍速駆動手段）
２２　動き情報検出部（動き情報検出手段）
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２３　黒挿入領域決定部（動き情報検出手段）
２４　ＬＥＤ輝度制御部（ＬＥＤ輝度制御手段）
２５　画像明度制御部（画像明度制御手段）
２６　液晶パネル
２７　バックライト
２８　ＬＥＤ
２８ａ　ＬＥＤ
２８ｂ　ＬＥＤ
４０　バックライト
４２　ＬＥＤ
４２ｒ　赤色ＬＥＤ
４２ｇ　緑色ＬＥＤ
４２ｂ　青色ＬＥＤ
４３　拡散板
５０　バックライト
５２　ＬＥＤ
５２ｒ　赤色ＬＥＤ
５２ｇ　緑色ＬＥＤ
５２ｂ　青色ＬＥＤ
６０　バックライト
６１　導光板
６２　ＬＥＤ
７０　バックライト
７０’　バックライト
７１　導光板
７２　ＬＥＤ
７２ｒ　赤色ＬＥＤ
７２ｇ　緑色ＬＥＤ
７２ｂ　青色ＬＥＤ
８０　バックライト
８１　導光板
８２　ＬＥＤパッケージ
８２ｒ　赤色ＬＥＤ
８２ｇ　緑色ＬＥＤ
８２ｂ　青色ＬＥＤ
Ｒ　領域
Ｒａ　通常領域
Ｒｂ　黒挿入領域
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】
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【図１６】
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【図１８】 【図１９】



(21) JP WO2010/126103 A1 2010.11.4

【図２０】 【図２１】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月27日(2010.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のＬＥＤを備えるバックライトを光源とする液晶パネルの画像表示を制御する表示制
御装置であって、
　１フレーム期間をｎのサブフレーム（ｎは２以上の整数）に分割し、原画像の変化に基
づいて生成された補間画像をフレーム間に挿入することにより、前記液晶パネルをｎ倍速
で駆動させる倍速駆動手段と、
　前記原画像の動きの複雑さを、前記液晶パネルの複数の領域毎に評価する動き情報検出
手段と、
　前記動き情報検出手段によって領域内の原画像の動きが複雑であると評価された特定領
域に対応するＬＥＤの、前記補間画像の表示期間における輝度が、前記特定領域以外の通
常領域に対応するＬＥＤの輝度よりも低くなるように、前記複数のＬＥＤを制御するＬＥ
Ｄ輝度制御手段と、を備え、
　前記動き情報検出手段は、領域内の画像の複数部分の動きのベクトル値の平均を算出し
、各部分のベクトル値の分散が所定値より大きい場合に、当該領域内の原画像の動きが複
雑であると評価することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
前記ＬＥＤ輝度制御手段は、
　前記補間画像の表示期間に、前記特定領域に対応するＬＥＤを消灯させることを特徴と
する請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
前記ＬＥＤ輝度制御手段は、
　前記特定領域に対応するＬＥＤの前記原画像の表示期間における輝度が、前記通常領域
に対応するＬＥＤの輝度よりも高くなるように制御することを特徴とする請求項１または
２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
前記ＬＥＤ輝度制御手段は、
　前記特定領域に対応するＬＥＤの１フレーム期間の平均輝度が、前記通常領域に対応す
るＬＥＤの輝度と等しくなるように制御することを特徴とする請求項３に記載の表示制御
装置。
【請求項５】
前記液晶パネルに表示される画像の前記特定領域の明度と、前記画像の前記通常領域の明
度とが等しくなるように、前記特定領域の画像明度を補正する画像明度制御手段を備える
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項６】
前記バックライトは、直下型バックライトであることを特徴とする請求項１～５のいずれ
か１項に記載の表示制御装置。
【請求項７】
前記バックライトは、導光板を備え、該導光板の少なくとも一側端面に前記ＬＥＤが配置
されているエッジライト型バックライトであることを特徴とする請求項１～５のいずれか
１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
前記ＬＥＤは、前記液晶パネル側から見て前記導光板の右側端面および左側端面の少なく
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とも一方に配置されていることを特徴とする請求項７に記載の表示制御装置。
【請求項９】
前記ＬＥＤは、前記液晶パネル側から見て前記導光板の上側端面および下側端面の少なく
とも一方に配置されていることを特徴とする請求項７または８に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
前記バックライトは、前記ＬＥＤとして、白色光を発光する白色ＬＥＤを備えることを特
徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
前記バックライトは、前記ＬＥＤとして、赤色光を発光する赤色ＬＥＤと、緑色光を発光
する緑色ＬＥＤと、青色光を発光する青色ＬＥＤとを備えることを特徴とする請求項１～
１０のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１２】
前記緑色ＬＥＤの個数は、前記赤色ＬＥＤの個数または前記青色ＬＥＤの個数よりも多い
ことを特徴とする請求項１１に記載の表示制御装置。
【請求項１３】
それぞれ１つの赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ及び青色ＬＥＤが、１つのＬＥＤパッケージを構
成していることを特徴とする請求項１１に記載の表示制御装置。
【請求項１４】
１つの赤色ＬＥＤ、２つの緑色ＬＥＤ及び１つの青色ＬＥＤが、１つのＬＥＤパッケージ
を構成していることを特徴とする請求項１１に記載の表示制御装置。
【請求項１５】
請求項１～１４のいずれか１項に記載の表示制御装置を備える液晶表示装置。
【請求項１６】
請求項１～１４のいずれか１項に記載の表示制御装置の各手段として、コンピュータを機
能させるプログラム。
【請求項１７】
請求項１６に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【手続補正書】
【提出日】平成23年3月23日(2011.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　複数のＬＥＤを備えるバックライトを光源とする液晶パネルの画像表示を制御する表示
制御装置であって、
　１フレーム期間をｎのサブフレーム（ｎは２以上の整数）に分割し、原画像の変化に基
づいて生成された補間画像をフレーム間に挿入することにより、前記液晶パネルをｎ倍速
で駆動させる倍速駆動手段と、
　前記原画像の動きの複雑さを、前記液晶パネルの複数の領域毎に評価する動き情報検出
手段と、
　前記動き情報検出手段によって領域内の原画像の動きが複雑であると評価された特定領
域に対応するＬＥＤの、前記補間画像の表示期間における輝度が、前記特定領域以外の通
常領域に対応するＬＥＤの輝度よりも低くなるように、前記複数のＬＥＤを制御するＬＥ
Ｄ輝度制御手段と、を備え、
　前記動き情報検出手段は、各領域内の動きを示す点が、動きの方向および大きさに応じ
てプロットされた円形の分類表であって、当該分類表の中央部分から点対称に配置された
複数のマスに区分されている分類表において、前記点同士の間を移動するために超える前
記マスの交点以外の境界線の最小数を、各領域内の全ての動きの組合せについて計算し、
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前記最小数の中で最も大きな数に基づいて、各領域の動きの複雑さを評価することを特徴
とする表示制御装置。



(25) JP WO2010/126103 A1 2010.11.4

10

20

30

40

【国際調査報告】



(26) JP WO2010/126103 A1 2010.11.4

10

20

30

40



(27) JP WO2010/126103 A1 2010.11.4

10

20

30

40



(28) JP WO2010/126103 A1 2010.11.4

10

20

30

40



(29) JP WO2010/126103 A1 2010.11.4

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５７０　          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,T
M),EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,S
I,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,
BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,I
N,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM
,PE,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,
ZW

Ｆターム(参考) 5C080 AA10  BB05  DD02  DD06  EE19  FF01  FF07  JJ01  JJ02  JJ06 
　　　　 　　        JJ07  KK43 

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 显示控制装置，液晶显示装置，存储程序的程序和记录介质

公开(公告)号 JPWO2010126103A1 公开(公告)日 2012-11-01

申请号 JP2011511449 申请日 2010-04-28

[标]申请(专利权)人(译) 夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 加門優治

发明人 加門 優治

IPC分类号 G09G3/36 G09G3/34 G09G3/20 G02F1/133

CPC分类号 G09G3/3426 G09G3/2092 G09G3/3648 G09G2320/0247 G09G2320/0261 G09G2320/0626 G09G2320
/106

FI分类号 G09G3/36 G09G3/34.J G09G3/20.641.E G09G3/20.660.W G09G3/20.611.E G02F1/133.535 G02F1
/133.570

F-TERM分类号 2H193/ZC39 2H193/ZE02 2H193/ZE04 2H193/ZF12 2H193/ZF16 2H193/ZG03 2H193/ZG04 2H193
/ZG14 2H193/ZG22 2H193/ZG27 2H193/ZG43 2H193/ZG48 2H193/ZH23 2H193/ZH52 2H193/ZH57 
5C006/AA14 5C006/AF01 5C006/AF19 5C006/AF41 5C006/AF44 5C006/AF45 5C006/AF46 5C006
/BB29 5C006/BF02 5C006/EA01 5C006/FA23 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD02 5C080/DD06 
5C080/EE19 5C080/FF01 5C080/FF07 5C080/JJ01 5C080/JJ02 5C080/JJ06 5C080/JJ07 5C080/KK43

优先权 2009110479 2009-04-30 JP

其他公开文献 JP5174957B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

为了提供一种显示控制装置和液晶显示装置，该显示控制装置和液晶显
示装置能够抑制由于倍速驱动和黑插入引起的内插图像的崩溃而导致的
残像的出现和闪烁的可见性，因此本发明的液晶电视的显示控制单元。 
（16）是用于以双速驱动液晶面板（26）的双速转换单元（21），用于
检测图像的运动，图像的运动的复杂度的运动信息检测单元（22），液
晶面板（26） 黑色插入区域确定单元（23），其对多个区域中的每个区
域进行评估以确定黑色插入区域，以及与特定区域相对应的LED，在插
值图像的显示期间，该特定区域的原始图像的运动被评估为复杂。 
（28）在原始图像的显示期间被关闭，以使得对应于特定区域的LED
（28）的亮度高于对应于正常区域的LED（28）的亮度，LED驱动单元
（29） 和用于控制的LED亮度控制部分（24）。
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